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文責：校長 新荘悌男

創立４０周年記念「防災キャンプ」終わる

今回、げんこつの会主催による防災キャンプを実施し

ていただきました。実行委員の皆様に心から感謝申し上 「消火・放水体験の様子」 「救急・救命体験の様子」 「JR大野城駅での体験」 「商業施設での体験」

げます。当日は、猛暑の中、中学生として、①自分の安

全を守ること ②地域の大人の方の補助をすること ③ ２年生の「修学旅行」終わる

小さな子供たちやお年寄りの方の力になることの３つを ３年生で「接遇マナー学習会」実施 ○期日：９月９日（水）１０日（木）１１日（金）の２泊３日

目的として、消火・放水、救急・救命、避難所運営等の訓 ○期日：平成２７年９月７日（月）、３年生が職業体験に出 ○目的：鹿児島の文化にふれる。平和の尊さを実感す

練を実施していただきました。参加した４４名の中学生 向く２日前に実施しました。 る。「食」について学ぶ。

は、防災の時に行動できる基本的な力を身に付けること ○内容：「今、ここにある未来」と題して、職業人としての心 ○内容：鹿児島市内の名所、旧跡めぐり、 知覧特攻平

ができたと思います。 構えとそのスキルについての講話と演習を行いました。 和会館見学、農業体験 等

例えば、連絡の仕方一つとっても、全員に伝わったの ○講師：俵 純子先生 (社員教育接遇マナー研究所代表)

かどうか、その場にいなかった人にはどうするのか、目や ○学んだこと（抜粋）

耳が不自由な方にはどんな配慮が必要なのか等、真剣 働く目的は、お金ではなく「ありがとう」と言ってもらえる

に考えることができたと思います。また、体育館（教室）の こと。仕事場で必要な日常行動、①明るい挨拶 ②元気

床の上で一晩を過ごすといったことも貴重な体験となりま なハイ ③さわやかな笑顔 ④きびきび行動 等を教え

した。そして、このような経験を通して、防災時における ていただき、生徒にとって有意義な時間となりました。

「分けあう心をもつ」ことの大切さも学びました。重たい荷 「２年生農業体験の様子」 「１年生キャンドルの集い」

物も分け合えば楽になるし、苦しい気持ちも分け合えば

軽くなります。非常食も分け合って食べればおいしく感じ ３年生の「職業体験」終わる １年生の「自然教室」終わる

ました。このように充実した防災キャンプが実施できまし ○期日：９月９日（水）１０日（木）１１日（金）の３日間 ○期日：９月１０日（木）１１日（金）１２日（土）の２泊３日

たのも、スタッフの皆様のご尽力のお陰です。計画段階 ○目的：職業の社会的役割や職業に就くことの厳しさや ○目的：自然にふれ、体を鍛える。仲間との絆を深める。

からきめ細かく準備していただき、当日は中学生のチャ 生きがいなどを感じて、生き方を考える。 ○内容：オリエンテーリング、スケッチ 等

レンジする力を引き出していただいたり、健康面に目を ○内容：約６０の事業所で職業を体験しました。

配っていただいたりしました。「チーム大利」が輝いた瞬 ○多くの事業所から、態度や仕事ぶりについてお褒めの １０月のメイン行事

間であったと嬉しく思っています。 言葉をいただきました。３年生諸君頑張りました。 ○１０月２０日（火） 創立４０周年記念文化祭(まどかぴあ)

＊「コミュニティ・スクール大利中」は、毎月１日と１５日を「大利の日」と名付けて、地域の方、ＰＴＡ、大利小、下大利小の協力のもと、朝の登校時間に挨拶運動をしています。

大利中だより




